










La structure du N dans le francais
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キーワード 連想 (連合) 照応､                                           
(                    )                            (連想照応度)
はじめに
本稿の結論を先取りしていえば､ 連想 (連合) 照応 (以下､ 連想照応) の有
無は峻別されうるものではなくそこには漸次的段階の存在を考えるべきであ









(1) 指示の種類：外界指示 (直示) (英     ､ 仏       ) )              





名詞句になっている通常の場合のみならず､  )のように (代) 名詞句の指
示対象が単に後方にある場合も含んで後方照応と呼ぶ｡ 内包指示とは､         (1986) が主張するように､ 特定の個体を指すのではなく､ 当該
名詞の意味するものが属する集合を他の集合と区別している性質の全体を指




るので､ 主語位置の名詞句          は特定の個体としての肉屋 (｢値｣)
を指しているのではなく､ 肉屋を肉屋たらしめており他の職業と区別させる
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性質の全体､ すなわち肉屋の内包 (｢役割｣) を指しているのである｡
１.１ 前方照応の３タイプ






２. 先行研究と問題の所在   形と連想照応を扱った先行研究としては        (    ) がある｡ 次
にその要旨と問題点とを述べる｡
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                                          
逆に   ＋修飾語句を  ＋ 修飾語句に代えると不自然になってしまう｡
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(      )                                                      
(24)                                                                                                                      (      )                                                       (  )  (                                   )
他方､ 定／不定双方の名詞句が容認される例がある｡ (17)(18)(20 )の他に､


















そして定名詞句が用いられている場合に限り､ これを ｢連想照応｣ とあら
ためて再定義するのが妥当である｡
( )については､ 次のテストが考えられよう｡
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あるからである２)｡ これに対して連想照応の名詞句は､ 当然のことながら全
体の中のある部分を指しているのである｡












1) 英語の例を挙げたのは､ この現象がフランス語特有のものではなく､ 定冠詞を有する
言語に一般的であると思われることを示すためで他意はない｡
2) 特定化述語の働きで    形が特定／非特定の別で特定であることは､   形 (内包
指示)､   形 (連想照応) と同様である｡                       (    )                                                           (    )                                                                                                (    )                                                                             
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